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日 時：19年6月30日（日） 10時～15時半

講 師：土谷 公義先生

（日本橋土谷歯科医院 院長）

講 師：多田郁先生（和田精密嘱託 技術教育担当）

会 場：香川県社会福祉総合センター

（高松市番町1-10-35）

参加費：会員 無料 未入会10,000円

定 員：50名（先着順 昼食の用意はございません）
【略歴】
1967年 東京.・浅草生まれ
1992年 神奈川歯科大学歯学部卒業
日本大学歯学部歯周科入局
東京・霞が関 日本プレスセンターデンタルクリニック院長就任
1999年7月 東京・日本橋土屋歯科医院開院
【現在】
歯合せ創造科KY Bite研究会 会長
村岡秀明先生講演会 実習担当
塩田義塾 塾師
日本全身咬合学会 認定医
日本顎咬合学会 会員 ほか
【書籍・文献】
「一枚の写真ではじまる１２人の義歯臨床です」 デンタルダイヤモンド社
「村岡です」つっちい& ひでくんのデンタル漫才 デンタルダイヤモンド社
日本歯技2016年9月号P33～38 掲載 ほか多数
【DVD】「患者満足度の高い義歯製作方法～効率的で予後の良い義歯製
作方法について～」 和田精密歯研株式会社
「今日からできる！よく咬める義歯・補綴革命」
「脱・不採算部門！調整いらずの義歯作製術～印象・咬合偏」

㈱医療情報研究所

講師メッセージ
【土谷先生より】 今までの歯科治療は、十分に咬み合せを改善されない状態を「こんなもんだ！」と患者様に押し付ける傾向が多
かったように思います。調整ばかりで経営収支を悪くしている義歯を入れていませんか？本来は義歯でもしっかり噛めることは当
然であり、収支効率の高いものの筈です。歯科医が正確で簡単に咬める義歯を製作することによって、個々の患者様の健康を維
持・増進していくこと（個別医療デザイン）が生き残りのひとつの手段ではないでしょうか。
本講演では、簡単な術式で患者様に即座に感動を与え、ホームドクターとして患者確保することに繋がるKY Kite SYSTEMについて、
更にはコンサルをしなくても自然に医院の収入UPにつながるKey Pointを、ラボワークも含めお話させていただきます。
さあ皆さん「歯合せ創造科」になって患者様と一緒に｢シアワセ！｣になりましょう。

【多田先生より】欠損部の補綴方法としては欠損状態により可撤性義歯・固定性のブリッジ・インプラント等の設計がありますが、
種々の事情によってパーシャルデンチャーを選択せざるを得ないケースも多く存在します。
現在、リジットサポートの理論に沿って、動きの最小化されたパーシャルデンチャーに最も適した補綴としては、テレスコープや非緩
圧型のアタッチメントですが、何らかの理由でこれらのシステムが使用できない場合には維持装置にクラスプを用いた義歯しかあり
ません。維持装置にクラスプを用いた義歯でリジットサポートを成立させるためのキーポイントとしては支台装置の設計と各種の適
合精度の向上が必要不可欠といえます。
今回のジョイント講演会では維持装置にクラスプを用いたパーシャルデンチャーに必要とされる「支台歯設計」と「各種適合精度
の向上」に的を絞り、明日からの臨床に即活用していただけ、患者様にも喜ばれるパーシャルデンチャーを得るための各種キーポ
イントをご紹介させていただきます。
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